
日本人宇宙飛行士星出彰彦さんを乗せたソユーズの打ち上

げが来月の１４日に迫っております。星出彰彦宇宙飛行士に

つきましては、新しいホームページにビデオメッセージをい

ただき、本校にかつて在籍した関係者としてその活躍ぶりを

見守っているところです。今月初めJAXAからニューヨーク、

ワシントンＤＣ、ヒューストンを会場に打ち上げを応援する

「パブリックビューイング」の計画が持ちかけられました。

関係者でもあり、現在在籍している子ども達に宇宙を又星出

宇宙飛行士を身近に感じてもらう良い機会だと考え、お受け

することにしました。本日別紙にて案内状をお配りしたとこ

ろです。打ち上げ予定時刻が米国東部時間で夜10：40頃と大

変遅い時間帯ではありますが、保護者同伴の上、是非ご参加

いただきたいと思います。

報道によると今回のミッションは国際宇宙ステーション（Ｉ

ＳＳ）での４ヶ月に及ぶ長期滞在になるとのことです。前回

の２００８年５月３１日から６月１４日迄のＩＳＳ滞在中には、ロボットアームを操作して船内実験棟「き

ぼう」の設置に成功し、６月８日にはハイビジョンを使用して当時の福田康夫首相と交信するなど注目さ

れました。これに続くものとして２００９年１１月１８日、ＪＡＸＡがＩＳＳ第３２次及び３３次長期滞

在要員として星出氏に決定したと発表されていたものです。当時予定されていた５月打ち上げが宇宙船ソ

ユーズの破損が見つかり、７月中旬に延期されていたものです。先日の報道によると星出氏は既にモスク

ワ入りし、ロシアでは恒例になっているガガーリンの墓に献花し現地時間７月１５日の打ち上げに備えて

いるとのことです。

今回のミッションが無事に行われることを本校関係者が一堂に集まり一緒にお祈りしたいと思います。
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ＬＩ校運動会、快晴の中行われる!

６月１６日は前々からの予報通り快晴に恵まれ、予定通り開

催されました。保護者会の運動会委員を中心に何ヶ月も前から

準備が始まり、直前には紅白の応援旗を新調したり、綱引きで

使用する手袋を洗濯したりと細かな気配りをしていただきまし

た。当日は早朝からボランティアの皆さんにご尽力いただき、

荷物の運搬や会場作り、テント張りをしていただきました。運

動会の運営、会場作りをしてくださった保護者の皆様、ありが

とうございました。（この場を借りて、お礼申し上げます。）子

ども達はどの競技にも真剣に臨み観客から惜しみない拍手を受

けました。恒例の綱引きや紅白リレーでは競技する者も応援する者も一体になって楽しむことができまし

た。今年は白組が雪辱を果たし優勝しました。

Ｗ校中高球技大会、学年を超えて交流!

Ｗ校中高等部では、運動会の代わりにこの時期卒業生の力も借りながら中高等部だけで球技大会を行っ

ています。目的は学年を超えた人間関係作りです。前の週の昼食時からその活動は始まっており、縦割り

で編成されたチーム毎に自己紹介から始まった関係作りが行われました。当日はバスケットボール、バレ

ーボール、サッカー、ドッジボールがチーム対抗で行われ、高等部の生徒がリーダーになり有意義な時間

を持つことができました。日頃の授業では見ることのできない仲間の一面を見つけることができ、これか

らの補習校の生活に一段と楽しみが加わったのではないかと思います。

事務職員の交代

谷口知子さんに代わり５月２２日から小野淳子
さんがフルタイムで勤務しています。どうぞよろ
しくお願いいたします。

教員を募集しています教員を募集しています !!
Ｗ校２年１組の担任が突然退職し、後任者を探

しています。休み前までは経験者に代教をお願い
して凌いできましたが、担任を引き受けていただ
ける方が見つからず困っています。保護者の方や
お知り合いの方でどなたか心当たりがありました
ら、是非ご紹介下さい。連絡は事務所までお願い
します。
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W 校中高等部の雪対策日の廃止について

昨年９月以来標記の件について、管理委員会
に諮り審議していただいてきましたが、５月の
管理委員会にて審議した結果、廃止が決定しま
したので、ご報告いたします。

このことにより、本年度より万が一雪等によ
って休校となった場合には、休校当日に３時間
の自習体制をとることで補充することになりま
す。詳細はホームページをご覧ください。

高等部講座制に伴う臨時的措置の
廃止について

上記の雪対策日と同様に、昨年９月以来の管
理委員会による審議の結果、１月に廃止が承認
され、新年度より適応されています。


